
WS-T 先生用・使い分けガイド 対話型論証モデルのワークシート（WS-A／B／C）

1．どの学年で、どのシートか（絞りの階段）

段階 目安 使うもの ねらい

主張＋事実 小・中学年 シートなし（口頭・板書） 事実と気持ちを分ける。「わたしは〜と考えます。りゆうは〜」

三角ロジック 小・高学年 WS-C 考え・わけ・じじつ の書き分け＋「ちがう考え」を1マス

7要素（簡略） 中学〜 WS-B 対立意見の根拠までは求めない簡略版で、反駁の型を経験

7要素（フル） 中学後半〜高校 WS-A 相手の意見にも根拠があることを書いて確かめる

フル＋方法 高校・探究 WS-A＋調査メモ アンケート・インタビューなど「方法」の設計を足す

上の段ほどよい、というものではありません。学習者の実態に合わせて下の段に戻るのも設計のうちです。

2．つまずきやすい3か所と、手立て

つまずき 手立て

論拠が書けない

（事実から主張に

飛ぶ）

三角ロジックの短い練習を先に。個人で書かせる前にグループの対話で立ち上げる。問い返しは「その事実か

ら、なぜその主張が言えるの？」の一言でよい

対立意見が出ない 異なる意見の人どうしでグループを組む。役割として反対側に立ってもらう。「ちがう考えの人なら？」と主語

を変えて問う

反駁が攻撃になる 先に目的を宣言する：「反駁は相手の否定ではなく、よりよい結論のための吟味」。型は「たしかに＿＿。でも＿

＿。」から。人格と主張を分ける約束を教室の文化に

3．授業の順番

対話で立ち上げ、個人で書き切る。　問いを練る（1時間かける価値あり）→ グループでシートを埋める → 個人で文章に書き直す

→ 自分の文章をシートの図で点検する。論拠は対話の中では立ちやすく、個人作文では抜け落ちやすいことが実践研究で報告され

ています。

4．評価は要素別に

①問いと結論の対応　②事実・データの適切さ（出どころ）　③論拠が言葉になっているか　④対立意見の検討　⑤反駁が相手の強

い部分に応答しているか。 この5観点は、そのままルーブリックの骨組みになります。「なんとなく良い作文」から「どの要素が育

ったか」へ。

5．型は、外す予定とセットで

シートは足場です。自分の方法が確立している学習者には、型を外す柔軟さを。「モデルに当てはめること」自体が目的化したら、

いったんシートを置いて、問いと結論だけで語らせてみてください。

6．出典・より深く

・松下佳代『対話型論証による学びのデザイン――学校で身につけてほしいたった一つのこと』勁草書房、2021

・松下佳代・前田秀樹・田中孝平『対話型論証ですすめる探究ワーク』勁草書房、2022（公式サイト d-argument.net）

・解説と参考文献一覧：School Stock「探究・問題解決サポート」の読み物『対話型論証モデルの読み込みノート』

※本シートは上記のモデルをもとに School Stock が構成した独自教材で、原著者・出版社の監修を受けたものではありません。
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